
平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

県中 郡山市立日和田小学校

・児童会の環境委員会により、全校集会や昼の放送などを通して、全校生に節電・節水の呼びかけをした。
（使わない教室の電気はこまめに消す。パソコンを使い終わったら必ず電源をオフ。コンセントは使用しな
いときは抜いておく。手洗いの水はむだに出さないようにする。）
・保護者や地域の方達に私達の取組みなど温暖化防止の呼びかけをした。

県中 郡山市立行健第二小学校
児童会の環境委員会を中心に、水道と電気の量を減らす啓蒙活動を行った。
・校内放送による呼びかけ、節電・節水のポスター作成と掲示、朝の会や帰りの会でのクラス内での呼びか
け

県中 郡山市立明健小学校

・運営委員会（運営委員会便りによる呼びかけ）
・放送委員会（昼の放送による呼びかけ）
・掲示委員会（ポスター掲示による呼びかけ）
・学校独自ステッカーの貼り付け

県中 郡山市立小泉小学校
・児童委員会のポスターを作成して呼びかけ、係りを決めて意識づけ、教科や総合学習での活用（休み時間
の教室の電気を消すこと。洗い物やうがい・歯磨きの時は水を出し放しにしない。）
・家庭で取り組むエコチェックシートについて、学校で「エコチェック努力賞」を設け、表彰・賞賛した。

県中 郡山市立安積第一小学校
・こまめに電気を消して節電。
・水の出し放しをなくす。
・両面印刷や失敗した紙の裏側利用等。

県中 郡山市立安積第二小学校

・学校便りや学年だよりで福島議定書の取組を紹介し、家庭にも呼びかけた。
・校内放送による呼びかけ（休み時間の教室の電気消し。教室移動の際の電気消し。うがい・歯磨きのコッ
プ使用、水の出し放しをしない。）
・学習発表会で呼びかけを行った。

県中 郡山市立安積第三小学校

・各学級で話し合い実践事項を決めて実行。放送や学校便りで紹介。
・清掃時の節電を放送で定期的に呼びかけ。最後にトイレを出る人が照明を消すよう声掛け。
・福島議定書の掲示。トイレや手洗い場に「エコたんカード」を貼付。
・施設・設備の整備改善に努めるよう工夫。

県中 郡山市立永盛小学校

・毎日、昼の放送で係の児童が呼びかけ（節電・節水、ごみ減、給食残菜の減について）
・便座ヒーターのスイッチを夜間オフ。
・照明スイッチのところに節電シールを貼付。
・ミスプリント等の裏面利用。

県中 郡山市立柴宮小学校

・学校だよりで取組を紹介
・ポスター作成・掲示（各クラスなど）
・校内放送での呼びかけ（電気消し。晴天日の調整。水の大切さ、使用量実績報告）
・新聞委員会による呼びかけ（毎月発行されるクラス新聞でエコの記事を掲載・昇降口に掲示）
・生活運営委員会での点検

主な取組内容受賞状況方部 学校名
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 郡山市立穂積小学校

・児童会代表委員会によるポスター作成・掲示、校内放送（手洗い・歯磨き・うがい時の水使用、休み時間
や教室移動の際の電気を消すこと）
・牛乳パックの回収・リサイクル
・福島議定書の内容紹介、議定書の掲示。

県中 郡山市立三和小学校

・児童会の運営委員会を中心に、放送やポスター掲示で啓発を図った。
・放送で昼休みや清掃時は各教室の電気を消すよう呼びかけた。
・各学年の係活動として、空き教室の消灯、下校時のコンセント抜きを徹底した。
・校長講話や朝の会の担任の話で省エネ意識の喚起を行った。

県中 郡山市立多田野小学校
H18入賞
H19最優秀
H20入賞

「持続可能な社会づくり」と「環境との共生」の大切さを学ぶエネルギー環境学習
・エネルギー教育実践校を通した実践（関連施設体験学習、理系大学学習、火おこし～環境配慮の大量輸送ｼ
ｽﾃﾑの学習）、理科支援員等配置事業、京セラ環境出前講座、ｻｲｴﾝｽ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業などの活用
・ＰＴＡ主催「どこでも環境教室」開催と会報による啓発
・環境委員会の児童によるポスター作成・掲示、全校集会や校内放送での全校生への呼びかけ等

県中 郡山市立河内小学校
・本年度から月に１度の省エネの日を設定し、意識を高めてきた。
・その際、省エネについてのふり返りカードとチェックシートを併用して普段の生活をふり返ることができ
た。

県中 郡山市立片平小学校
・児童会環境委員会員が休み時間等に各教室を周り、消灯のチェックを行っている。
・歯磨き中に水を出し放しにしないことなどを呼びかけている。
・牛乳パックのリサイクル。ペットボトルキャップの回収。

県中 郡山市立喜久田小学校
・電気や水道の「無駄遣い調べカード」を作成し、週毎に各学級で取り組むよう働きかけた。
・具体的に節約できたことが伝わるよう、貯水タンクの数や金額にし、プリント配布した。
・暖房使用の温度管理、日射のカーテン調整、昇降口の開閉など工夫した。

県中 郡山市立熱海小学校

・「福島議定書」の掲示
・休み時間や清掃時間に教室の電気を消す。トイレの電気をまめに消す。
・歯磨き時に水を出しっぱなしにしない。
・ごみの分別による減量化

県中 郡山市立安子島小学校

・学校便りや学年だよりで福島議定書の取組を紹介した。
・校内で児童会による呼びかけ（使わない教室の電気、パソコンや電気器具使用後に必ず電源を切ること。
手洗いや歯磨きの時に水を出したままにしない。）
・保護者や来校者、地域の方たちに地球温暖化防止の呼びかけをした。

県中 郡山市立上伊豆島小学校
・四つの約束を決め、昇降口に掲示した。
・全校集会にて四つの約束を運営委員児童が説明した。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 郡山市立湖南小学校 （湖南中学校を参照）

県中 郡山市立御代田小学校 H18入賞

・児童会環境委員会の児童が中心となり活動している。
・集会の時や印刷物作成、放送で呼びかけている。（みんながいないときの消灯。手洗い時の水使用。トイ
レの紙の無駄遣い。パソコン使用後の電源。）
・電灯スイッチのところに「でんきはけしましたか？」というカードを貼っている。
・家庭や職員にも取組みを呼びかけている。

県中 郡山市立高瀬小学校
・学校だより、学年だより等で取組について紹介するとともに、各家庭における推進・啓蒙を図ってきた。
・ごみの分別化

県中 郡山市立谷田川小学校
・各学級での係活動として教室の蛍光灯をこまめに消すようにした。
・水道水は流しっぱなしにせず、手洗いや掃除の時に無駄を出さないようにした。
・校内のポスター掲示、学校だよりにより、地球温暖化防止を呼びかけた。

県中 郡山市立栃山神小学校
・授業日には子どもたちと共に節電に努めた。特に、廊下の電気、使用しない場所の電灯等をこまめに消す
ようにしている。
・用紙の両面使用を推進している。

県中 郡山市立金透小学校

・休み時間、使わない教室の電気は消すように、放送で呼びかけ。
・パソコン、テレビなど使い終わったら、必ず電源オフ。
・手洗いの水をむだに出さない。
・年間の使用量の変動をグラフにして掲示し、意識付けを図る。

県中 郡山市立芳山小学校
・校内放送やポスター掲示により呼びかけを行った。（使わない教室の消灯、電気器具のコンセント、掃除
のバケツの水は半分、短い鉛筆はコンパス使用、など）
・児童会新聞でエコに対する意識を高めるような記事を掲載した。

県中 郡山市立橘小学校 ・クラスごとにチェックシートを作り、週ごとに反省し意識化を図った。

県中 郡山市立小原田小学校

・６年生が中心となって、こどもエコクラブ活動の一環として実施した。
・全校生への呼びかけを放送とポスター、教室をまわって依頼という方法で行い、ＣＯ２削減の取組を学校
あげて取り組めるようにした。
・グリーンマーク回収（校内、地域へ呼びかけ）
・中間発表を放送で行い、意識が継続するようにした。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 郡山市立開成小学校

・児童会エコ委員会の活動（給食時の校内放送や各クラスに直接出向き呼びかけ。具体的な取組の呼びか
け。ポスターの作成・掲示（教室や廊下））
・エコ委員会の呼びかけに応じ、電気鉛筆削りの使用を控えたり、放課後は便座ﾋｰﾀｰを切ったり、電灯をこ
まめに消したりする行動が目立ってきた。

県中 郡山市立桃見台小学校

・各学級でエコについて話し合った（地球温暖化、自分たちにできること、家庭で取り組むことなど）
・福島議定書の参加証を掲示した。
・給食残さいゼロを呼びかけた。
・リサイクルボックスを設置し、用紙の裏面利用をした。

県中 郡山市立赤木小学校

・児童会環境委員会（ポスター作成・掲示、校内放送による呼びかけ）（教室の電気をこまめに消す。水の
むだづかいをしない。待機電力に気をつける。）
・児童による保護者への呼びかけ
・夜間、休日の体育館施設利用者への呼びかけ（利用時の節電・節水）
・給食の残菜等を処理機で堆肥化

県中 郡山市立薫小学校

・児童会委員会の環境委員会を中心に活動（校内放送での呼びかけ、校内テレビ放送で紹介、ポスター作
成・掲示、堆肥作り）
・美化委員会（古紙のリサイクル、プルタブ回収）、保健委員会（手洗い・うがい、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ）
・「もったいない50の実践」絵画コンクールに多数参加。
・各種出前講座（郡山の環境守り隊チーム環太郎など）による環境学習

県中 郡山市立富田小学校 ・節電、節水に努めた。

県中 郡山市立富田東小学校
・電気（使用していない教室やトイレ等、委員会じどうやクラス児童が見回り消灯）
・水道（必ずバケツにくんでから台ふきんや雑巾をそのバケツの水だけで使用）
・ストーブ（設定温度を低めにし、教室が温まったら消した）

県中 郡山市立富田西小学校
・各学級（使用しない教室の電灯を当番・係を決めて消灯するようにした。教室内に鉢植えをおいたり、花
壇に花を植えたりして校舎内に植物を増やした。）
・児童会・生徒会（ポスターなどで呼びかけをした。アルミ缶回収リサイクル活動。）

県中 郡山市立大槻小学校

・放送で節電を呼びかけ。ポスターで節水を呼びかけ。
・休み時間に校舎内の見回りをした。
・ごみの減量のために、給食の残菜を調べ、残さず食べることをポスターで呼びかけた。
・ごみ減量と森林減少を止めるため、持ち主不明の鉛筆や消しゴムを集め、図書室に寄附した。

県中 郡山市立白岩小学校

・学校便りや学年だよりで福島議定書の取組を紹介した。
・校内放送による呼びかけ（休み時間や移動の際の教室の電気消灯。洗い物等の水出し放ししない。）
・給食委員会（食べ物を残さない）、保健体育委員会（水の無駄遣いをしない）、図書委員会（文房具を大
切に使う）、美化委員会（紙の無駄遣いをしない）、代表委員会（電気を大切に使う）など各委員会で活動
した。ポスター掲示し啓発した。

4 / 11 ページ



平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 郡山市立東芳小学校

・スイッチをこまめに切って電気の節約に努めた。
・使わない教室の暖房や電気は使用しない。
・職員会議でエコドライブについて呼びかけした。
・代表児童が少年の主張大会で学校や家庭のエコの取り組みについて発表した。

県中 郡山市立桜小学校

・「環境委員会からのお知らせとお願い」を全児童に配布（電気・水の使用量を減らすためにできること
等）
・校内テレビ放送による呼びかけ（電気を付けっぱなしにしない、水を出しっぱなしにしない、家でテレビ
を長く見たりゲームを長くやらないこと等）
・ポスターを作り校内に掲示した。

県中 郡山市立緑ケ丘第一小学校

・アルミ缶回収によるごみ減量化と車椅子購入
・廃油を使ってせっけん・ろうそく作り
・牛乳パック利用し「絵とうろう」を作り、三春町の「絵とうろう祭」に参加。
・給食の残菜の肥料化、学校農園での栽培活動に利用（肥料はバザーで配布）。

県中 郡山市立小山田小学校
・節電、節水について全児童に呼びかけを行った（休み時間や清掃時、使用しない教室、廊下、トイレの電
気を消す。うがい、手洗い、清掃時に水を出し放しにしない。）
・児童会保健委員会ではポスターを作成・掲示し呼びかけた。

県中 郡山市立大成小学校
・児童会より校内放送による呼びかけを行った（休み時間や教室移動の際に電気を消すこと、水道の水を出
し放しにしないこと）。
・最終退勤時刻を設定し、勤務時間の短縮を意識させた。

県中 郡山市立朝日が丘小学校
・学校便りや学年だよりで福島議定書の取組を紹介した。
・児童会により校内放送による呼びかけを行った（休み時間や教室移動の際に電気を消すこと、水道の水を
出し放しにしないこと）。

県中 郡山市立高野小学校
・全校集会で地球温暖化について取り上げ、エコチェックシートの協力を依頼した（温暖化防止のためにで
きることは何か。エコチェックシートを通して節電・節水の取組を呼びかけ）。
・福島議定書に関連した具体的な取組についての掲示物を作り、児童の昇降口に掲示した。

県中 郡山市立鬼生田小学校

・使用量削減に向けて、チーム一丸となった実質的な取り組みができた。
・まず、職員室や校長室からの率先行動がエコへの活力となるので、その取り組みを強化した。
・校庭の全面改修が実施されて多くの水量・電気量を消費したが、その分を生活の中で努力する機運が高
まった。

県中 郡山市立三町目小学校

・日頃の普通の生活の中で、自然に無駄を省こうとする姿勢が身に付いてきている。
・福島議定書に記入した内容を全校生にプリントして知らせ、参加意識を高めた。
・取組の中心となった６年生が校舎内を見回りしたり、校内放送やポスターで呼びかけたりした。
・６年生が保護者や地域によびかけるチラシも作成した。
・「エコタイム」と命名し、進んで電気を消す活動を徹底し、意識を高めることができた。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 郡山市立大田小学校

・電気（教室や階段等の電気は使わない時こまめに消す。使わない電気器具のコンセントはぬく。等）
・水道（トイレタンクにペットボトルを入れ、１回に流れる水の量を減らす。水を出したままにしない。
等）
・全校集会時や給食時に全校生に呼びかけを行った。また、教室や廊下等に「地球温暖化防止のためにでき
ること」として取組内容記載のポスターを掲示し呼びかけた。

県中 郡山市立根木屋小学校
・全校集会や学年だより等で福島議定書の取組みを紹介
・使っていない教室等の電気を消すこと。
・水道で洗い物やうがい・歯磨きをするときは、水を出し放しにしないこと。

県中 郡山市立宮城小学校

・全校集会で６年生から全校生へ節電・節水の呼びかけ。６年生が作成したポスターを各所に掲示。
（止水栓調整し蛇口水量を少なく。必要な箇所だけスイッチ（前列だけ等）。歯磨きはコップ使用。等）
・この活動から以下の活動に広がりを見せた。
　ごみ分別（アルミ缶回収、ペットボトルキャップ回収）
　灯油の節約（ひかえめ運転、日光の暖かさ利用でストーブをこまめに消す。ポスター掲示。）

県中 郡山市立海老根小学校
H18入賞
H19入賞

・文書送達経路を見直し、ガソリン使用量を減らした。
・教室内の分灯（窓側は天気によって消す）、コンセントは終了後にぬく。
・好き嫌いをしないで食べる。
・短くなった鉛筆をホルダーをつけて使う。
・高学年中心に放送での呼びかけ

県中 郡山市立御舘小学校

・各学級で声を掛け合ったり、スイッチ係がこまめに消灯するなどして電気使用量削減に努めた。
・水使用削減のため、牛乳パックをため水でゆすいだり、歯磨き時などに出しっぱなしにしないことなどを
訴えて実践した。
・学習発表会「御舘っ子まつり」で環境問題をテーマとする劇を演じて、地域の方や保護者に節水や節電を
訴えた。

県中 須賀川市立第二小学校
H19入賞
H20入賞

・休み時間、給食、清掃の時は電気を消している。
・児童下校後は、職員室で仕事するようにしている。
・各教室のストーブの設定温度を18℃にし、石油消費量を少なくしている。

県中 須賀川市立西袋第二小学校
・代表委員会でポスターを作り、児童自らの行動を推進。
・学校環境緑化計画に基づく花壇作り。
・５年生が須賀川エコクラブ事業により、酸性雨チェックと樹木の二酸化炭素吸収量調べを実施した。

県中 須賀川市立小塩江小学校
・節電、節水をポスターによって呼びかけた。
・給食の残菜の少量化や、ノートや物を最後まで使うよう呼びかけ、物の大切さを訴えた。
・アルミ缶回収、紙資源のグリーン回収便によるリサイクルなど。

県中 須賀川市立柏城小学校

・児童会運営委員会が中心となりポスター作成し、水や電気を大切にするよう呼びかけ。
・各クラスに電気係を決め、責任を持って仕事（明るい天候や教室移動で電気を消す）している。
・社会科、理科、家庭科、総合学習においてエコをテーマとする学習に取り組み、地球温暖化防止の大切さ
を理解することができた。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 須賀川市立白方小学校

・児童会環境委員会が「むだゼロ運動」を定期的に呼びかけた。
・児童会給食委員会が「給食の残菜をなくそう」という目標を立て、その手立てとして３つの実践を実施。
　（４～６年生は給食委員が呼びかけるとともに、自らが残さず食べるという行動を行っている。）
　（１～３年生に向けて、残さず食べることの大切さを訴える紙芝居を作製し、読み聞かせを実施。）
　（毎日、給食ニュースを放送し、生産者の苦労、季節や行事に合わせたメニューなどを紹介。）

県中 須賀川市立白江小学校
・議定書を各学級に掲示。
・プルタブ回収。

県中 鏡石町立第一小学校
・日常活動（ムダな電気・水道パトロール、ごみ拾い）
・緑のカーテンによる日陰作り。緑をふやそう、花壇の世話。
・職員（ノー残業デーの実施、裏面利用、ごみ減量化）

県中 鏡石町立第二小学校
・児童会活動として実施。
・調査用紙を各学級に毎週配布し、節電・節水５項目について毎日調べ、集計後、週毎に優秀な学級を発
表。

県中 天栄村立広戸小学校
・環境委員会の児童がポスターを掲示し呼びかけた。
・昼休み等には放送で呼びかけ、こまめに電気を消した。

県中 天栄村立大里小学校 ・節電、節水に努めた。

県中 天栄村立牧本小学校
・節電、節水に努めた。
・エコチェックシートは、できるところから取り組んでみるよう話してから配布した。

県中 天栄村立湯本小学校
・本校はランチルームにて全校児童・職員が一緒に食べている。
・給食時に６年生から、電気・水道の無駄使いをやめようと全校児童に呼びかけた。
・５・６年生がリーダーとなり、使用していない教室の電気スイッチをこまめに消した。

県中 石川町立石川小学校
・科学部が中心となり、節電・節水の具体的方法を示して呼びかけた。
・照明はこまめに調整できていたが、待機電力カットは意識させることが難しかった。
・ストーブの使用もできるだけ控え、放課後は職員室で事務をとった。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 石川町立沢田小学校

・児童会で以下の内容を話し合い、全校生で取り組んだ。
・晴れの日は窓側の電気を消す。休み時間は電気を消す（外遊びを呼びかける）。牛乳パックの水洗いはバ
ケツで行う。歯磨きはコップ１杯で行う。ストーブのスイッチはこまめに切る。
・その他、地域のごみ拾い、川の水質調査、印刷物の裏紙利用。

県中 石川町立野木沢小学校
・各教室のストーブは部屋が暖まったら消す。
・秋の学習発表で、環境をテーマに発表を行った学年が、牛乳パックを利用した小物作りを行った。

県中 石川町立母畑小学校
H18入賞
H19入賞

・削減目標と具体的な行動目標を５年生が「議定書10の誓い」として作成し、全校生に呼びかけた。
・10の誓いが守られるよう、環境・保健委員会の児童が、休み時間に校舎内を巡回パトロールした。
・エネルギー見学学習（いわき明星大学、福島第２原発）、東北電力エネルギー出前講座で学習した。
・支援事業でハイブリッド太陽光・風力発電システムを設置。環境保健委員が毎日の発電を記録。
・昨年度の入賞記念の図書カードで図書購入した。省エネ活動が形となり、意欲向上につながった。

県中 石川町立中谷第一小学校

・４年生以上の児童に具体的な取り組みについてのアイディアを募集した。
・代表委員会で福島議定書を議題として話し合った。
・６年生が中心となり掲示物を作成し、全校生に呼びかけた。
・ごみの減量化にも努めた。

県中 石川町立中谷第二小学校

・取り組みに対して個人目標を決め、廊下に提示した。
・月の使用量をグラフで示し、使用状況を児童に知らせた。
・総合学習で温暖化の弊害を調べ、全校生と地域の方に二酸化炭素削減の大切さを伝えた。
・分別回収、花いっぱい運動（一人一プランター）、空き缶回収、栽培した草花の種子を地域の方に配布。

県中 平田村立蓬田小学校
・電気をこまめに消す。水道をこまめに止める。
　（休み時間は電気を必ず消す。節電・節水の放送を毎日行い、各教室に呼びかけ。）

県中 平田村立永田小学校 H20入賞

・節電、節水を呼びかける貼り紙をした。環境掲示板を設置し全校生や来校者に知らせた。
・代表・購買委員会（掲示板の管理、活動提案）、図書委員会（環境の本コーナーを設置）、保健・給食委
員会（毎日、給食の残り物を調査）、報道委員会（通常放送＋節電呼びかけ）
・ごみ拾いツアーの実施

県中 平田村立小平小学校
・児童（使用していない電気製品のプラグをコンセントからぬいておく。水を出したままにしない。鉛筆削
りは手動のものを使う。天候に合わせて部屋の蛍光灯を調節。）
・職員（印刷機の電源は切る。コピー機使用後は待機状態にする。児童下校後は職員室で仕事する。）

県中 平田村立西山小学校

・水道を流しっぱなしにしないよう繰り返し指導。
・福島議定書参加証を掲示し意識を高めた。
・家庭におけるノーテレビデー、ノーゲームデーを呼びかけ、実践している。
・ケナフ栽培
・ごみ減量化（プルタブ、牛乳パック、廃油再利用、ＰＴＡ資源回収）
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 浅川町立浅川小学校
・児童会から定期的に節電・節水を呼びかけた。
・ごみの分別回収

県中 浅川町立里白石小学校 ・さつきっ子エコチェックシート（５項目）を作成し、一人一人が毎週チェックした。

県中 浅川町立山白石小学校

・５・６年生理科の時間に二酸化炭素を減らすためにどんなことができるか話し合い、「１１の作戦」を立
案。（マイコップ作戦、バケツ作戦、コップ一杯作戦、水止め作戦、ぬきぬき作戦、ポイント作戦、ゴット
ハンド作戦、うらおもて作戦、ティッシュだめだめ作戦、くいしんぼう作戦、教室緑化作戦）
・作戦について全校集会で発表、各学級にポスターを掲示して呼びかけ。

県中 田村市立滝根小学校

・５年生が総合学習で学んだ環境問題について、自分達でできる環境保護のポスターを作り校舎内に掲示。
・低学年のうちから習慣付けをしている。
・使用していない教室の消灯、休み時間の消灯、スイッチ切替工夫（部分消灯）など、こつこつと節電に努
めている。

県中 田村市立牧野小学校

・休み時間や清掃時など照明が必要ない場合には、学級の係の児童がスイッチを消して節電している。
・学級の電化製品は使用時のみコンセントを入れ、使用後はコンセントを抜いている。
・職員室も、職員がいる側しかつけないなどの工夫をしている。
・学習発表会など、地域住民や保護者の来校の機会に、児童が調べた温暖化防止の取組を発表し、呼びかけ
ている。

県中 田村市立岩井沢小学校
・児童会が中心となって全校生に呼びかけし、実践してきた。
・教室を空ける時、休み時間や清掃時間など消す。無駄な水を使わない。ごみの分別。古紙利用。
・使用量実績などを廊下に掲示し視覚的に訴え、翌月の意欲付けとした。

県中 田村市立山根小学校
H18入賞
H19入賞
H20入賞

・節電、節水を呼びかけるポスターを掲示。
・毎月５日をエコの日とし節電・節水を呼びかけ（委員会活動の劇での呼びかけ）
・夏の日射しを遮る植物を用いたエコカーテン。
・環境を守る大切さを訴える（パネル作成・展示、劇の上演）

県中 田村市立船引小学校
・児童会活動の一環で「生き生き委員会」が主体となり、こまめな消灯・節水を呼びかけ、各教室で実施。
・職員も、放課後は職員室で仕事するよう心がけ、電気使用量の節約に努めた。
・ＯＡ危機は主電源を切るように心がけた。

県中 田村市立緑小学校

・高学年の代表委員会を中心に取組強化を呼びかけ。
・教室移動時はもちろん、天気のよい日は給食時も電気を消して生活した。電気の大切さだけでなく、自然
の大きな力も感じながら活動できた。
・食べ物を大切にしながら温暖化防止を考え、給食残量を減らすよう努力した。
・緑の少年団を組織して環境学習に取り組んでいる。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 田村市立瀬川小学校
・人が少ない職員室や校長室の電灯は部分的につける。
・なるべき廊下や階段の電灯はつけない。
・朝の勤務時間になってからストーブや電灯をつける。

県中 三春町立三春小学校 ・節電、節水に努めた。

県中 三春町立岩江小学校

・４年生の総合学習で環境問題に取り組み、特にごみ問題について理解を深めた。
・「もったいない50の実践」絵画コンクールなどに参加し、児童の意識化を図った。
・５・６年生では森林環境を、また、社会科、理科、家庭科、道徳などで環境問題についての学習に取り組
み、理解を深め、省エネにつなげてきた。

県中 三春町立中妻小学校

・児童会を中心にエコ活動に取り組んだ。
・図書委員会（エコに関するポスターを作成）、放送委員会（昼の放送でエコに関するクイズ番組を行
う）、保健給食委員会（うがい時などにコップを使うよう呼びかけ）、新聞委員会（学校新聞でエコに関す
る記事やエコクイズを特集）、集会委員会（エコに関するゲームを集会活動に取り入れる）、クリーン委員
会（ごみ減量を呼びかける）、各学年（電気係や日直を中心に照明スイッチをこまめに消す）

県中 三春町立沢石小学校

・使わない教室の電気は当番を決めて消す。
・晴れた日は窓際の電気をつけない。
・パソコンを使ったら必ず電源をオフする。
・教室以外の待機電力は必要以外消す。

県中 小野町立飯豊小学校

・特別教室で学習の際は教室の照明を消灯した。
・テレビやＣＤなど使用しないときは主電源を切るようにした。
・パソコンはディスプレイの電源をこまめに消し、待機電力をなくすよう心がけた。
・ボイラー使用では、天候や室内温度の状況によりこまめに運転した。
・廊下や階段、トイレの電気はこまめに消した。

県中 小野町立浮金小学校
・使用していない教室の電気は当番を中心に気付いた子が声掛けあって消すようにしていた。
・パソコンルームの電源は必ずオフにするようにしていた。

県中 小野町立小戸神小学校
・外遊びの励行（室内照明の節約）、待機電力を節約、照明をこまめに消す。
・授業で温暖化についての学習を行った。
・暖房機器を替えて灯油使用量の大幅減。

県中 小野町立夏井第一小学校

・木曜日を「節約の日」と定め、より一層の節電・節水に努めてきた。
・休み時間や昼休みの教室の電気を消す。使用していない電気機器のコンセントは抜く。
・筆やパレットなど学習用具を洗うときは必要以上に水を出さない。
・牛乳パックは再利用に協力している。
・地域の人たちと協力して清掃活動を実施している。
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平成20年度 「福島議定書」事業 【小学校】

主な取組内容受賞状況方部 学校名

県中 小野町立夏井第二小学校

・学校や家庭でちょっと工夫すれば継続してできそうなことを各学級で話し合い実践してきた。
（学校）気温にあった服装をする。暖房は適温になったら消す。など
（家庭）電気を使わない道具を使う（ほうき、うちわ）。一つの部屋でみんなが過ごす。など
（教職員）毎週水曜日「ノー残業デー」、夏場のポット使用を１台に減。ＰＣやコピー機はスタンバイにす
る。
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